
平和教育の取組事例報告書 

 

報告年月日 令和４年３月１６日                     

都市名・国 日本 京都府 京田辺市                     

 

取組の名称 平和を考える小・中学生ひろしま訪問事業 

実施主体 
（該当項目に✔） 

京田辺市平和都市推進協議会 

テーマ・目的 

京田辺市平和都市宣言の趣旨をふまえ、次代を担う小・中学生が広島平和記

念公園等を訪問することで、核兵器の恐ろしさや戦争の悲惨さを実感し、平

和の大切さと生命の尊さへの思いを深めてもらうことを目的として実施す

る。                   

対象者 
（年齢･学年、人数等） 

小学５・６年生と中学生 １６名 

引率者 ６名 

実施場所 広島県広島市 

実施期間 令和３年７月２８日から２９日まで（１泊２日） 

取組の概要 

１日目は、平和記念公園を訪問し、ボランティアガイドの案内のもと、実際に被爆関連資料

等を見学した。 

２日目には、参加者が作成した千羽鶴と平和展で市民の皆さんに折っていただいた千羽鶴を、

参加者全員で恒久平和への想いを込めて広島平和記念公園内の「原爆の子の像」に捧げた。ま

た、平和記念資料館では、被爆者の遺品や被爆の惨状を示す写真や、資料等を見学した後、被

爆体験者から当時の惨状について話をお聴きした。 

 

参加者の反応 

本事業を通じて核兵器の恐ろしさ、戦争の悲惨さを学び「戦争は本当にいけないことだ」と

平和への思いを一層強くしました。 

 

成果 

平和の尊さと戦争の悲惨さを、次代を担う子どもたちに伝えるとともに、平和を求める心を

醸成し、平和への意識の高揚を図ることができた。 

 

課題 

  

 

取組で使用した素材について（図書、映像、パワーポイントなど。内容をわかりやすく簡潔に記入し

てください。） 

  

上記素材の共有の可否（取組で使用した素材を、平和首長会議の WEB サイトに掲載し、他都市と共有

することに、著作権その他の問題がないか、次からお選び下さい。） 

☑掲載可能（素材を添付してください）   □掲載不可   □不明 

※ 画像等の資料がある場合はメールに添付して提出してください。 


